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トランポリン LA28 オリンピック日本代表選考 

日本体操協会 トランポリン男女強化本部 

【Road to Los Angeles 2028】   

出場枠獲得の仕組み及び関係規程は、以下を参照。 

日本体操協会「2028 ロサンゼルスオリンピックへの道」 

World Gymnastics 公式規程掲載ページ 

 

【日本代表選考の方針】 

＜女子＞ 

 LA28 オリンピックでのメダル獲得を目標に、各選手の成長と競技レベルの向上を図る。オリンピック出

場権獲得レースからオリンピック本番への十分な準備期間確保のためにも、2027 年世界選手権（基準

①）、オリンピック予選(OQ)ランキング（基準②）、アジア選手権（基準③）において、オリンピック出場権を

獲得した選手を LA28 日本代表（最大 2 名）とする。  

 

＜男子＞ 

LA28 オリンピックでの金メダル獲得を最大の目標とする。成長計画とトータルコンディショニングを軸に、

選手・コーチ・支援スタッフが連携し、十分な準備期間を確保して強化に取り組む。本大会で最高のパフォ

ーマンスを発揮できる状態を整えることを、強化戦略の基本とし、2027 年世界選手権（基準①）、オリンピ

ック予選(OQ)ランキング（基準②）、アジア選手権（基準③）において、オリンピック出場権を獲得した選手

を LA28 日本代表（最大 2 名）とする。  

 

＜男女共通＞ 

※ユニバーサリティ枠の場合、選手指名のため、指名された選手を日本代表とする。 
※基準③はアジアの国が基準①②で出場権を獲得した場合、消滅するため可能性が低い。 
※LA28 国内代表選考会は実施しない。 
※LA28 日本代表は基準①と基準②に関連する大会に出場した選手の中から選考する。 

 

 

https://jpn-gym.or.jp/news/post-0-8-3/
https://www.gymnastics.sport/site/rules/
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【LA28 出場権獲得大会への派遣選手選考方法（2027 世界選手権／27-28 ワールドカップシリーズ）】 

現時点で OQ となるワールドカップ大会が未定のため、現時点ではワールドカップ第 1 戦の選考のみ提

示する。 

＜OQ ワールドカップシリーズ第１戦 2027 年 5-7 月開催 （各大会最大 4 名）＞ 

女子  

2026 年川崎 JO（ジャパンオープン）終了時点の N ランキング（ナショナル選手制度）上位 4 名を選考。 

怪我等により万全の状態で試合に臨めない選手がいた場合は、2026 年 12 月川崎 JO 終了時点の N ラ

ンキング上位者から順に交代する。 

タイブレークについて：N ランキング（ナショナル強化選手認定制度）ランキングに用いる得点が同点の場合は、ランキングを算出した２本の

演技を対象に以下の通り、タイブレイクする。 

１．採用されている２本の演技の T スコア(跳躍時間点)の合計が高い選手を上位とする。 

２．採用されている２本の演技の H スコア(水平移動点)が高い選手を上位とする。 

３．採用されている２本の演技の D スコア(難度点)が高い選手を上位とする。 

４．採用されている２本の演技の E スコア（演技点）が高い選手を上位とする。 

 

男子 

■第 1戦の派遣について 

個人競技の出場選手は最大 4名とし、次の 1～4の優先順位により選出する。 

選出人数が 4名に達した時点で選考を終了する。 

 

1.2026年 11 月世界選手権でのメダル獲得者 

2.2026 年 12 月川崎ジャパンオープン終了時点(以下、川崎 JO)のナショナル強化選手認定制度ランキン

グ(以下、Nランキング)で SA以上の上位選手(最大 2名) 

3.2026 年 11 月全日本選手権(準決勝又は決勝)及び 2026 年 12 月川崎 JO(決勝)のいずれかで、63 点以上

を 1度でも記録した選手のうち、対象演技の最高得点が高い選手から順に選出する。同点の場合は、対

象演技を T→H→D の順でタイブレークを行う。それでも、同点の場合は対象演技を行った大会の予選

得点→予選得点の T→H→Dの順でタイブレークを行う。 

4.上記 1～3により選出された選手が 4名に満たない場合は、2026年 12月川崎 JO終了時点の Nランキン

グ上位者から順に選出する。 

5.怪我等により万全の状態で試合に臨めない選手がいた場合は、2026 年 12 月川崎 JO 終了時点の N ラン

キング上位者から順に交代する。 

 

■Nランキングのタイブレークについて 

1.Nランキングに用いる得点が同点の場合は、当該得点を記録した大会における決勝演技得点が高い選手

を上位とする。 

2.上記 1でも同点の場合は、上記 1の決勝演技における Tスコア(跳躍時間点)が高い選手を上位とする。 
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3.上記 2でも同点の場合は、上記 1の決勝演技における Hスコア(水平移動点)が高い選手を上位とする。 

4.上記 3でも同点の場合は、上記 1の決勝演技における Dスコア(難度点)が高い選手を上位とする。 


